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夏

昆虫の世界は大変にぎやかになってきます。

◆初夏…………… （しょか＝夏になったばかりのころ、夏の入り口です）

サラサヤンマ、ハラビロトンボ、シオカラトンボ、オオシオカラトンボ、ショウジョウトンボ、

モノサシトンボなどのトンボ類が現れます。

ハラビロトンボ(オス) ハラビロトンボ(メス) オオシオカラトンボ(オス)

４月～１０月、小型のトンボ 体の色は少し暗い黄色地で、 ５月～１１月、中型。大きさ

です。オスとメスで色と模様（も 尾(腹)部には黒いまだら模様が はシオカラトンボとほとんど変わり

よう)が違います。オスは成熟 あります。 ません。違いは尾(腹)部が太いこ

(せいじゅく＝完全な成虫にな と、はねの根元が黒いこと、色が

ること)途中の一時期、黒に近 少し濃いことです。オスとメスの色

い青色になり、やがて普通の青 や模様(もよう)の変化はシオカラト

色になります。水生植物の多い ンボと同じで、成熟途中のオスに

池や湿地で見られます。 ついても同じです。

シオカラトンボ(オス) シオカラトンボ(メス) オオシオカラトンボ(メス)

４月～１１月、中型のトンボ 体の色は少し暗い黄色地で、 体の色は少し暗い黄色地で、

を代表する種類です。オスとメ 尾(腹)部には黒いしま模様があ 尾(腹部)の先から半分くらいは

スで色と模様(もよう)に違いが ります。色と模様(もよう)から 黒くなっています。ため池や水

あります。オスは白っぽい青色 ムギワラトンボという別名があ 田のまわりの棒の先などに、よ

で、成熟途中のオスはメスと同 ります。 くとまっています。

じ色や模様をしています。オス

の色の白っぽい部分を塩に見立

てた名前です。
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サラサヤンマ ショウジョウトンボ（オス） モノサシトンボ

５月～７月、日本にいるヤン ４月～１１月、トンボとして ４月～１０月、中型のイトト

マの中では最も小型です。湿地 は小型。オスとメスで色が違い、 ンボ。名前のモノサシは、腹部

(しっち)で発生しますが、いる オスは複眼(ふくがん)も含めて (尾)の模様(もよう)が、物さし

場所は限られています。ならや 全身が真っ赤で、メスの色はオ の目盛り(めもり)のようなとこ

まではよく見かけます。 レンジ色です。ショウジョウ(猩 ろからついたものです。

奈良県では希少種(きしょう 々)というのは、中国の想像上

しゅ)に指定されています。 の動物で、毛が真っ赤な怪物（か

いぶつ）のことです。

クワの木には、クワコ(ガ)の幼虫が見られます。

クワコ(幼虫) クワコ(まゆ) クワコ(成虫)

クワコ(中型のガ)は、カイコの祖先に当たる昆虫です。遠い昔の中国で、クワコを改良(かいりょ

う）してカイコが作られたといわれています。今でもクワコとカイコの間では、繁殖(はんしょく)

ができ子孫を作れるそうです。

クワコは幼虫・成虫ともにカイコの姿によく似ています。まゆも形は似ていますが殻(から)はう

すいです。クワコは飛べますが、カイコガは飛べません。

「昆虫が持っている驚きの能力」 トンボの目玉のことはしっていますね。

昆虫の眼は、数万個のレンズからなる複眼ですが、視力はたったの0.01しかあ

りません。それにもかかわらず、トンボは大空を自由自在に飛び回り、小さな

虫をものの見事にキャッチします。ミツバチも、小さなはねを1秒間に250回という驚きの速さ

で動かしながら、決して周囲のなかまや障害物にぶつかることはありません
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カノコガ、ミズイロオナガシジミ、シロコブゾウムシ、マメコガネ、キボシカミキリ、クワカミ

キリなどが現れます。

カノコガ ミズイロオナガシジミ シロコブゾウムシ

６月～９月、30～37mm。昼 後ろばねに細い尾のような部 ハギやニセアカシアの葉によ

間(ひるま)に飛ぶガです。カノ 分を持っています。コナラやク くとまっていますが、食べ物は

コという名前は、はねが白い斑 ヌギの多い雑木林(ぞうきばや そのほかにクズ、フジなどがあ

点(はんてん)の鹿(か)の子模様 し)で見られます、幼虫の食べ ります。名前は、前ばねに白い

(もよう)になっていることによ 物はクヌギやコナラの葉です。 こぶがあるためです。

ります。幼虫の食べ物は、シロ

ツメクサ、ギシギシ、タンポポ

などです。

マメコガネ キボシカミキリ クワカミキリ

５月～１０月、小型のコガネ ５月～１１月、中型のカミキ ５月～８月、大型のカミキリ

ムシです。マメ科植物のほかに、 リムシです。クワやイチジクの ムシです。クワやイチジクの木

いろいろな植物の葉を食べ、農 木にきます。幼虫もこれらの木 の若枝を食べます。幼虫はいろ

作物(のうさくぶつ)の害虫とし を食べて生育します。 いろな広葉樹(こうようじゅ)の

て知られています。この昆虫は、 木の中で生育します。

かつて日本からアメリカへ輸出

品にまぎれて渡り、アメリカで

広まって農作物の大害虫になっ

ています。

◆真夏が近づくころ …………… （真夏にはなっていませんが、真夏が近づいたころです）

カブトムシ、ノコギリクワガタ、ミヤマクワガタ、コクワガタなどの大物スターが現れます。

クヌギやコナラの樹液(じゅえき)の出ているところには、そのほかにカナブン、オオスズメバチ、

コムラサキ、ゴマダラチョウ、サトキマダラヒカゲなども集まります。
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カブトムシ(オス） ノコギリクワガタ(オス） ミヤマクワガタ(オス）

６月～９月、大きいがコガネ ６月～９月、大型のクワガタ ６月～９月、大型のクワガタ

ムシ類です。幼虫は堆肥（たい ムシです。メスには大あご(は ムシです。メスには大あごがあ

ひ）の中などで育ち、成虫は夜 さみのような部分)がありませ りません。名前にミヤマ(深山

行性で、昼間(ひるま)は落ち葉 ん。ミヤマクワガタより早く現 ＝山奥)とついていますが、関

の下にもぐっています。メスに れます。 西地方では里山にいる昆虫で

は角(つの)がありません。 す。

コクワガタ(オス） カナブン オオスズメバチ

５月～９月、中・小型のクワ ６月～８月、コガネムシとし ５月～１１月、世界最大級の

ガタムシです。小さいオスの大 ては、かなり大型です。昼行性 ハチで、大集団で生活します。

あごには、歯がないものがあり (ちゅうこうせい＝昼間に活動) 巣は地中や木の洞(ほら)など。

ます。メスには大あごがありま のため、よく目につきます。飛 花にもきますが、クヌギなどの

せん。成虫で越冬し、数年生き ぶときは後ろばね(下のはね)だ 樹液にもきます。次の代の女王

るようです。 けで飛びます。 バチだけが成虫で越冬します。

コムラサキ ゴマダラチョウ サトキマダラヒカゲ

５月～１０月、30～42mm。 ５月～９月、35～50mm。か ５月～９月、26～39mm。ク
オスのはねのおもては、むらさ なり大型です。クヌギなどの樹 ヌギなどの樹液には、たいてい

き色にかがやきます。クヌギ・ 液のほか、落ちた果物の汁を吸 きています。幼虫はササやタケ

ヤナギなどの樹液(じゅえき)に います。幼虫はエノキの葉を食 類の葉を食べます。

きます。幼虫はヤナギで育ちま べます。

す。



31

花にはイチモンジセセリ、キマダラセセリなどもきます。草むらでは、キリギリスが鳴き出しま

す。地面の片隅(かたすみ)では、センチコガネも活躍(かつやく)しています。

イチモンジセセリ キマダラセセリ キリギリス

５月～１１月、小型のセセリ ６月～９月、小型。セセリチ ６月～１０月。草むらにいて

チョウ。セセリチョウ類の大方 ョウ類は大方が濃い茶色です 「ギース・チョン」と鳴きます。

は小型で地味です。秋には数を が、このチョウは名前のとおり 今までキリギリスとされていた

増し、群(むれ)で100km 程度の 黄色みが強いので、わかりやす 昆虫は、よく似た２種類の昆虫

移動をすることが知られていま いです。幼虫はササ・タケ類、 であることがわかり、主に東日

す。 イネ科の植物を食べます。 本にいるものをヒガシキリギリ

ス、西のものをニシキリギリス

に分けられました。しかし、両

センチコガネ 方の違いはわずかで、わかりに

３月～１２月、14～20mm。 くいです。

けものの糞(ふん)や腐敗(ふは 奈良県には両方がいて、まじ

い)した肉を食べます。同じ種 りあっていますので、両方を区

類でも色の違(ちが)いは大き 別しないで説明しています。

く、赤銅(赤銅)色から濃(こ)い

藍(あい)色まであります。

このころになると、ギンヤンマ、ウチワヤンマ、コシアキトンボ、チョウトンボ、ウスバキトン

ボや、ときにはオニヤンマなども空中を飛び回るようになります。

ギンヤンマ（メス） ウチワヤンマ コシアキトンボ（オス）

４月～１１月、大型。尾(腹 ５月～９月、大型。名前にヤ ５月～１０月、中型。尾のつ

部)のつけ根は、オスは水色、 ンマと付いていますが、サナエ け根がオスは白、メスはうす黄

メスは緑色です。昔から子供た トンボ類です。名前は尾の先の 色です。空を飛ぶのを見上げま

ちに人気のあるヤンマです。写 突き出た部分をうちわに見立て すと、腰(こし)の部分にすき間

真は、メスが産卵しているとこ たもので、水平に止まります。 があるように見えるので、「コ

ろです。 (サナエトンボ類は、みな同じ） シアキ」という名がついていま

す。
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チョウトンボ ウスバキトンボ オニヤンマ

５月～９月、やや小型。はね ４月～１１月、中型。南方系 ６月～１２月、日本のトンボ

は濃いむらさき色、後ろばねの （なんぽうけい）のトンボです。 の中で最も大型です。山道など

幅（はば）が広いです。チョウ 沖縄など南の島々で発生し、世 の一定の場所を、行きつ戻(も

のようにひらひらと独特(どく 代交代(せだいこうたい)を重ね ど)りつします。幼虫は、小さ

とく)の飛び方をするので、こ て、北の方へやってきます。晩 な流れや水田などの水路で育ち

の名前がついています。とまっ 秋(ばんしゅう＝秋の終わりこ ます。トンボ類は空中でひらり

ていることは少なく、常に空中 ろ)には死んでしまい、次の代 と向きを変えるので、これを「と

を飛んでいるような感じです。 は育ちません。毎年、同じ流れ んぼ返り」と呼び、物事の例(た

をくり返しています。 と)えに用いたりします。

セミもニイニイゼミが真っ先に、続いてクマゼミ、アブラゼミ、ヒグラシが鳴き始めます。とき

にはミンミンゼミも鳴いています。

ニイニイゼミ クマゼミ アブラゼミ

６月～９月、32～39mm。小 ７月～９月、63～70mm。ニ ７月～９月、55～60mm。ク
型。ならやまの夏のセミでは、 イニイゼミに続いて鳴き出しま マゼミに続いて鳴き出します。

真っ先に出てきます。６月の終 す。九州以北では最大のセミで 最も普通にいるセミです。鳴き

わりころから鳴き出し、鳴き声 す。鳴き声は「シャー・シャー」 声は、油の煮(に)えたぎるよう

は「チィー」という連続音(れ と聞こえます。午前中に大合唱 な音で、そこからアブラゼミと

んぞくおん)で、声も大きくあ (だいがっしょう)があり、午後 いう名前になったといわれてい

りません。完全な保護色(まわ にはぴたりとやみます。南方系 ます。幼虫は地中で６年間すご

りと同じような色)で、木の幹 (なんぽうけい)のセミです。以 し、７年目に地上に現れます。

に止まっていると見つけにくい 前は西日本のセミでしたが、最 地上での生命は、２週間くらい

です。 近は関東地方まで広がっていま といわれています。

す。
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ヒグラシ ヒグラシの抜け殻(参考） ミンミンゼミ

７月～９月、39～48mm。中型の 抜(ぬ)け殻(がら)も小ぶりで ７月～９月、57～63mm。ならや

セミです。関西の場合、少し山手 す。ならやまの林の中には、た までは、ときどき鳴き声が聞こえま

のうす暗い林の中にいます。カナ くさんついています。 す。鳴き声は「ミーン・ミンミンミー

カナゼミとも呼ばれ、鳴き声が「カ ー」と聞こえます。

ナカナ」と聞こえるからとのこと。朝 関東地方では町の中でも鳴い

と夕方や、くもりのときによく鳴きま ていますが、関西地方では低山地

す。 のセミです。

◆真夏…………… （夏の真っ盛りのころです）

タマムシ、ウバタマムシ、ベッコウクモバチ、オオモンクロクモバチ、セグロアシナガバチ、

シオヤアブ、アオスジアゲハ、ヒカゲチョウ、ツクツクボウシなどが活躍(かつやく)します。

タマムシ ウバタマムシ ベッコウクモバチ

６月～９月、24～40mm。よく知ら ６月～１０月、24～49mm。 ４月～１０月、15～27mm。クモを

れた美しい昆虫です。エノキの木 大きさはタマムシと同じくらいです 狩(か)るハチとしてよく知られてい

の上を飛んでいるのをよく見かけ が、体の色は地味で、幼虫はマツ ます。後ずさりで大きなクモを引い

ます。法隆寺(ほうりゅうじ)の「玉虫 の弱った木や枯木で育ちます。大 て行きます。クモは幼虫の餌(えさ)

の厨子(たまむしのずし)」は有名で きさがタマムシとほぼ同じなので、 で、毒を出す針を刺(さ)してクモを

す。ヤマトタマムシの別名がありま タマムシのメスだと思われているこ 麻痺(まひ)させ、その体内に産卵

す。幼虫はエノキ、サクラなどの弱 とがあります。 (さんらん)します。巣は石垣(いしが

った木や枯れ木で育ちます。 き)などのすき間を利用します。

「玉虫の厨子」法隆寺に伝わる飛鳥時代の厨子。高さ 2.33m。国宝。宮殿形の厨子と

それを載(の)せる須弥座(しゅみざ)からできています。木製黒漆(うるし)塗りで，金銅透(す)か

し彫りの金具で飾られ，その金具の下が、たくさんの玉虫(たまむし)のはねで飾られてあること

から、この名がつけられています。



34

オオモンクロクモバチ セグロアシナガバチ シオヤアブ(メス)

６月～８月、12～25mm。 ４月～１０月、16～22mm。 ６月～９月、23～30mm。か
習性(しゅうせい＝くせのよう 中型のハチで普通によく見られ なり大きく、恐ろしそうな姿(す

なこと)は、ベッコウクモバチ ます。家族で生活しますが、大 がた)です。昆虫を捕えて、体

とほぼ同じです。巣は地中に作 きな集団にはなりません。巣は 液(たいえき)を吸い取ります。

ります。ヤブカラシの花などに 人家の軒下(のきした)や木の枝 オスの尾の先には、白い毛がつ

もよくきています。 に作ります。巣をさわるなどの いています。人に被害(ひがい)

刺激(しげき)を与(あた)えない を与えることはないようです。

限り、人を刺(さ)すようなこと

はありません。

アオスジアゲハ ヒカゲチョウ ツクツクボウシ

５月～９月、32～45mm。大 ５月～９月、25～34mm。中 ８月～１０月、中型のセミで、

型のチョウで、たいへんすばや 型のチョウです。花にはきませ 大きさはヒグラシと同じくら

いです。幼虫はクスノキなどの ん。林の中のうす暗いところで い。８月中ごろからから鳴き出

葉を食べます。産卵（さんらん） よく見かけます。幼虫はタケ・ します。鳴き声は名前のとおり、

のためか、クスノキなどの木の ササ類の葉を食べます。名前は 「ツクツクホーシ・ツクツクホ

付近でよく見かけます。 日かげを好むので「ヒカゲ」と ーシ」です。このセミの声が聞

ついています。このチョウが好 こえてくると、夏の終わりを感

きなすむ場所には、色を暗くし じるようになります。

たようなクロヒカゲというチョ

ウがいます。よく似ています。

「チョウ」類についている名前のいわれ。アゲハチョウは花にとま

って蜜を吸うときに、いそがしくはねをふるわせ、はねをあげている

姿から、シジミチョウは、はねの形が小さくシジミ貝に似ているから、

セセリチョウは、花の上で蜜を吸うときに、ゼンマイのような口を伸

ばしてせせる(つついて食べる)から、といわれています。
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◆晩夏…………… （ばんか＝夏の終わりのころです）

夏の終わりが近づくと、ササキリ、ショウリョウバッタ、トノサマバッタなどが現れます。

ササキリ ショウリョウバッタ トノサマバッタ

７月～１１月、21～28mm。 ８月～１１月、オス40～50 ７月～１１月、オス35～40

小型のキリギリス類です。鳴き mm、メス75～80mm。オスは細 mm、メス45～65mm。 殿様(と

声は「ジリジリジリ」という連 くて小さく、メスは太くて大き のさま)の名にふさわしい堂々

続音です。○○ササキリと名が いです。メスは日本のバッタ類 としたバッタです。開けた場所

つくササキリのなかまは、なら の中で最大です。緑色型、褐色 を好み、背(せ)の低い草地にい

やまの近くでも数種類います。 型、中間型もいます。草むらの ます。飛ぶ力はバッタ類の中で

中にいると保護色になるため、 は一番です。このバッタが増え

いることがわからなくなりま すぎると、群生相(ぐんせいそ

す。オスは飛ぶときに、「キチ う)といって形や色のちがった

キチ」という音を出します。こ 姿になり、大群になって大移動

の音からオスは、キチキチバッ (だいいどう)し、植物を食いつ

タという別名もあります。 くしてしまいます。日本でも北

「群生相」とは、 （上の写真はメス） 海道で、作物に大きな被害が出

トノサマバッタは、多くの たことがあります。

なかまがいるところで育って 草むらにいる緑色型 アフリカなどで大発生するバ

いないものを孤独相(こどく ッタは、トノサマバッタに近い

そう)、多くのなかまの中で 種類のバッタです。

育ったものを群生相といいま

す。みんなが目にしているの 「昆虫」とは

は、孤独相だそうです。 成虫の体が頭 、

集団で餌(えさ)を求めて大移 胸、腹の３つの部分に分かれ、

動するバッタが群生相です。孤 頭部に一対の触角(しょっかく)、

独相のバッタは、緑色または褐 胸部に三対のあし(６本脚)・二

色のまだら模様で、後ろ脚(あ 枯れ草の上にいる褐色型 対のはねがある生き物の総称で

し)が長いです。群生相のもの す。もちろん例外もありますが、

は濃い褐色のものが多く、はね 分類学では節足(せっそく)動物

が長く、後ろ脚が短いのが特徴 門・昆虫綱(こう)に属する生き物

です。 をすべて昆虫と呼んでいます。

群生相になると、えさに飢 虫とは、昆虫はもちろんクモ

(う)えた状態になり、攻撃的な やムカデなど節足動物すべてを

性格になります。 含めて虫と呼びます。


